
高齢者元気度アップ・ポイント／介護人材確保ポイント事業
　健康づくりや社会活動に参加して、ポイントを貯めましょう。貯めたポイント数
に応じてアプリ「P

ペ イ
ay どん」内のポイントや現金、商品券に交換することができます。

問市高齢福祉課  TEL 0994-31-1116

健診で見直そう !!! 自分の身体
特集

Interview 永
な が よ し

吉 朝
と も こ

子 さん（川西町）

　以前歩けなくなるほどの怪我をしてしまい、それ
以降足をかばって運動をしなくなりましたが、鹿屋
市の健診等をきっかけとして、様々な講座や運動教
室に通い、今では元通り歩けるようになりました。
　一人ではおっくうな運動も教室でみんなと一緒に
行えば楽しいですし、心もプラス思考になったと
思っています。これからも継続して適度な運動を
行ったり、健診を受診したりすることで、健康な身
体を維持していきたいです。
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健
診
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の

改
善
が
必
要
な
場
合
に
行
わ
れ
る
「
特

定
保
健
指
導
」
や
「
重
症
化
予
防
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実
際
に
現
場
で
多
く
の
人
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
東
紅
音
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
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アクティブエクササイズ教室
　毎月２回程度、体操や
ストレッチ等を行う教室
で、事前申込は不要です。

●日時　６月６日（金）・16日（月）9：30～11：00
※７月以降も開催予定
●場所　市保健相談センター
●対象者　令和８年３月 31日時点で、40～ 74 歳で
　令和６年度又は７年度に特定健診等を受けた人
※最新の健診結果を教室時に持ってきてください

高齢者元気度アップ・ポイント 介護人材確保ポイント

対象者 市内に住所を有する 65 歳以上の人 市内に住所を有する人

対象事業

①�市が指定する健康増進、介護予防、地域貢献 
学習に関する講演会や教室等への参加

②�子どもの見守り活動など介護分野以外でのボ 
ランティア活動

○介護保険施設等におけるボランティア活動

○�在宅高齢者等の生活支援に関するボランティ 
ア活動

付与ポイント数
（１時間あたり）

①１ポイント
②３ポイント ３ポイント

ポイントの
貯め方 アプリ「Pay どん」の登録又はポイント手帳の発行

ポイント上限 各50 ポイント（年間 5,000 円を上限）　※交換は 10 ポイント単位（１ポイント＝ 100 円）

ポイント交換 ○アプリ＝ Pay どん加盟店で使用できるポイントがアプリ内で付与されます。
○手帳＝現金振り込み又は商品券を選択できます。

アプリを登録する時に必要なもの

○スマートフォン
○マイナンバーカード又は運転免許証
○銀行口座とキャッシュカード（本人名義）
※銀行口座は鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島
　信用金庫、鹿児島相互信用金庫のいず
　れかの金融機関が対象

手帳を発行したいとき

鹿屋市社会福祉協議会に
申請書を提出
※申請書は鹿屋市社会福
　祉協議会に有り
問問鹿屋市社会福祉協議会
　 TEL 0994-44-2277
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